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弥富市立小学校いじめ重大事態調査報告書（公表版） 
令和８年９月１日  

弥富市教育委員会 

 

第１ 事案の概要 

１ 対象児童及び、いじめを行った児童 

(１) 対象児童（Ａ）：第３学年女子児童 

（２）いじめを行った児童（Ｂ）：第３学年女子児童 

（３）背景：本校は各学年１クラスの小規模校であり、クラス替えがない。ＡとＢは近隣

に居住し、通学班も同一である。また、地域住民の入れ替わりが比較的少な

い地域性を有している。 

２ 事案の発生状況 

令和７年６月、ドッジボールの活動中にＢがＡの背中を後ろから叩いたことをきっか

けに、Ａは１・２年時にＢから受けた「きつい言葉や態度」を強く想起（フラッシュバ

ック）するようになった。 その後、Ａは「学校へ行きたくない」「いじめが怖い」と訴

えるようになり、登校に際して強い心理的苦痛を感じるに至った。〔当事案発生日：Ａ

及び保護者の記録･･･６月２０日（金） 学校の記録･･･令和７年６月１３日（金）〕 

７月２日（水）、学校は当該事案をいじめとして認知した。また、いじめ防止対策推

進法（以下「法」）第２３条第２項に基づき、設置者に当該いじめを速報した。  

３ 重大事態としての把握 

７月１日（火）、Ａの保護者から「重大ないじめである」との訴えがあった。学校

は、このことを、いじめ重大事態の申し立てと捉え、７月８日（火）に法第２８条第１

項第１号（重大事態）に基づいて、弥富市教育委員会の指導を仰ぎつつ全校体制での対

応と調査を具体的に開始した。７月９日（水）弥富市長にいじめ重大事態の発生を報告

した。 

 ４ Ａの出席ならびに代替施設利用状況（１年時、２年時、３年時４月～２月） 

   いじめ重大事態の調査開始時から２月末における対象児童の出欠の状況を示す。いじ

めによる相当の期間の欠席は認められないが、その疑いのある段階から取組を始めた。 
 

月 出席 欠席 出席停止 備考 

１年 １９４日 ５日 １日 ラーケーション 1日 

２年 １９１日 ３日 ２日 ラーケーション２日 

３年４月 １５日 ０日   

５月 ２０日 ０日   

６月 ２０日 ２日   

７月 １３日 １日  教育支援センター「アクティブ」４日利用 

８月 1 日 ０日  出校日 

９月 ２０日 ０日  「アクティブ」７日フリースクール見学１日 

１０月 １９日 ３日  「フリースクールふれあいの杜」４日利用 

１１月 １６日 １日  「フリースクールふれあいの杜」８日利用 

１２月 １１日 ５日 
４日 インフルエンザ４日 

「フリースクールふれあいの杜」２日利用 

１月 １６日 １日  「フリースクールふれあいの杜」４日利用 

２月 １６日 ２日 
２日 「フリースクールふれあいの杜」８日利用 

ラーケーション２日 

 

欠席 計 

第１学年時 ５日 

第２学年時 ３日 

第３学年時 15 日 

教育支援センター・フリ
ースクール 38 日 
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第２ 調査主体 

１ 調査組織 

（１）調査主体 

  当 該  小学校 いじめ不登校対策委員会 

（２）構成員 

  当 該  小学校 全職員 

（３）支援・指導 

法第２８条第３項に基づいた弥富市教育委員会による人的配置及び指導 

   「校内支援チーム」（学校教育課主幹、スクールソーシャルワーカー（以下「ＳＳ

Ｗ」）スクールカウンセラー（以下「ＳＣ」）の参画による専門的助言 

２ 調査目的 

当該重大事態に係る事実関係を明らかにし、当該事態への対処及び同種の事態の再発

防止策を講じること。また、Ａの学びの継続に向けた支援策を検討すること。 

３ 調査手法 

（１）Ａ及びＢへの聴き取り 

（２）Ａ及びＢの保護者への聴き取り 

（３）関係児童（Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ）及び歴代担任（１・２年時）への聴き取り 

（４）第１～３学年時実施アンケート調査（  校内アンケート  、市教委「生活アン

ケート」）の記載内容の確認 

 

第３ 当該事案の事実経過 

１ 第１、２学年時の状況 

（１）第１学年時 

Ａから担任に、Ｂからのきつい言葉遣いや、ランドセルを引っ張られる等の訴えが

あった。ランドセルを引っ張られたＡは、「いやだ」と言えなかったとのこと。きつい

ことを言われたり、 「押された」と訴えがあったりした際は、担任はその都度二人に話

を聴き、指導を行った。また、その内容は保護者に伝えられた。 

（２）第２学年時 

４月１７日（水）に、保護者から「Ｂの嫌な言葉」について電話で相談があった。１

年生の 1学期にもあったので心配であり、「どうにかしてほしいのではなく、知ってい

てほしい」とのことであった。担任がＢの保護者にＢがＡに 「こっ 見ん（る）な」と

言ったり、Ａが集団に入ることを拒絶したり、Ａだけ誘わなかったりしたことを伝え

たところ、Ｂの保護者は、Ｂへ話をしてＡが嫌がることをしないように注意したとの

ことであった。５月と７月の１学期懇談会で担任がＡの保護者に近況を尋ねたところ、

「今は大丈夫」とのこと。また、学校に届いた「やとみっ子お悩み相談室」の返事をＡ

とＡの保護者に渡したが、Ａは手紙の内容は覚えていないとのことであった。そこで、

困っていることの有無について尋ねると、ＡもＡの保護者も「今は困っていない」と

の返事であった。 

生活アンケート（無記名）において、Ａが特定の児童から悪口や叩かれる等の被害

を訴えていたことが確認されたことがあった。担任は、管理職へ報告し、学級全体へ

の指導を実施した。このことは、校内の「児童情報交換会」で教職員に共有されてい

た。 
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２ 第３学年時の状況 

（１）６月からの事実経過 

○ ６月１３日（金） 

休み時間に複数の児童でドッジボールをしていた際、ＡとＢの間で意見の食い違い

が生じ、言い合いとなった。その後、突然ＢがＡの背中を平手で叩いた。担任は二人に

話を聴いた。ＢはＡに謝罪をした。また、周りにいた児童にも聴き取りをしたが、その

場面についての明確な返答はなかった。Ａはその日のう に痛みを訴えることはなか

ったが、帰宅後、保護者にその出来事を報告した。 

○ ６月１６日（月） 

Ａの母親から担任に電話があり、「１年生から２年生までの身体的・心理的な被害を

受け、今回のことで限界を超えた」との訴えがあった。担任はＢから話を聴き取った。

Ｂは、ドッジボールの際の出来事について最初は覚えていないと言ったが、Ａが事細

かく状況を説明したところ、叩いたことを思い出した。また、機嫌が悪いときは、我慢

できずに、誰にでもきついことを言ったり、叩いたりしてしまうと答えた。また、担任

の指導を受け、反省もした。ただ、 「何でも 2日ぐらいで忘れてしまう」という言葉も

口にした。過去の関わりも含めたＡの不安の大きさを理解した。また担任は、過去の

出来事も含め、管理職に報告し、過去の担任や養護教諭へも相談した。 

○ ６月２１日（土） 

Ａが図書館で「いじめ」をキーワードに本を検索した。このことを期に、心理的不安

定（泣いたり、夜中に起きたりする様子）が顕著になった。 

○ ６月２３日（月） 

Ａの保護者が、過去２年間の苦痛を記したメモや、Ａが「人権ＳＯＳ」へ書いた手紙

の返事等を持参し来校した。そこで、 「いじめ」があることと、担任だけではなく学校

全体で対応することを要望した。Ａが「学校が怖い」と訴え、教室に足が向かなくなる

傾向が強まっていることから、担任は教頭に、事案の深刻さとＡの保護者のＳＣへつ

ないでほしいという要望を報告し、学校全体での対応の必要性を進言した。また、担

任は、養護教諭・第２学年時担任と相談した。 

○ ６月２４日（火） 

ＡとＡの保護者がＳＣによるカウンセリングを開始した。 

○ ６月２５日（水） 

Ａの保護者は、Ａが「学校が怖い」と泣いていたため、また、Ａに登校以外の選択肢

もあることを教えるために登校をさせないことにした。担任は事案の深刻さと学校全

体での対応の必要性を教頭へ再度進言したが、教頭からの明確な指示や組織的な動き

（校長への報告やいじめ対策委員会の招集等）はなされなかった。 

○ ６月２６日（木） 

Ａは「こころ                             アン

ケアンケートで教員に相談したいことの有無を問う質問で、「はい」と答えた。「を記

入した。そして、「は 「まいに 『学校にいきたくない』と思う」と記入した。担任は

Ａと面談し、Ｂへの苦手意識や不安感を受容した。また、Ａの保護者は担任に、Ａがタ

ーゲットにされた理由が分からないことを話しながら、対応が見守りと声かけだけで

は十分でないため、Ｂの行動を変える学校全体としての対応を再度要望した。担任は、

この保護者の要望を改めて教頭に伝えた。 

○ ６月３０日（月） 

Ａの保護者から、Ａは学習係の仕事で、同じ係のＢと接触することを恐れて登校で

きないので、書写の学習時間係の活動時間が終わってから登校するとの連絡があった。

登校するも、教室へ入れず帰宅した。なお、 「家ではずっと泣いている」とのことであ
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った。 「児童情報交換会」にて、本事案を学校全体の課題として共有した。校長は、学

校全体で取り組む方針を示した。 

 

○ ７月 １日（火） 

Ａが早退した。午後６時に来校した保護者に担任とＳＣが対応した。そこでは、Ｂ

に、反省した様子が見られないことや、２年間の辛さが伝わっていないことへの強い

憤りと、学校への不信感が伝えられた。担任とＳＣからの、Ａの保護者によるいじめ

の重大事態申立てがあったという報告を受け、校長は、 「校内いじめ不登校対策委員会」

による組織的な対応を指示した。 

○ ７月 ２日（水） 

校長指揮のもと、朝に、管理職、教務主任、校務主任での校内緊急会議を開催した。

ここで、当該事案をいじめとして認知することを確認し、改めて保護者への聴き取り

と謝罪をすること、市教育委員会への報告をすること、ＳＣの時間外派遣依頼等の今

後の支援方針を協議・決定した。 

10  30～11  50 Ａの保護者が来校し、６月２３日（月）に担任に状況を訴えることに

至った過程について、教頭、教務主任に訴えた。 

・ ６月１６日（月）Ａが「人権ＳＯＳ」の紙に手紙を書いていた。住所の確認を

したときに母親が内容も見た。母親は過去のことだと思っていたが、現在のこ

とであることが分かった。 

・ ６月２０日（金）ドッジボールのときに、ＡがＢに後ろから叩かれた。 （学校

の記録では、６月１３日（金）） 

・ ６月２１日（土）Ａが図書館へ行ったときに「いじめ」をキーワードに本を探

していた。Ａ本人から、Ａの保護者は「見ないでほしい」と言われた。 

・ その後、Ａにフラッシュバックが起きるようになり、泣く様子が見られた。 

・ ６月３０日（月）に、Ａが２時間目に両親と登校したときに、Ｂが楽しそうに

しているのを見たＡの保護者は、ＢやＢの保護者に本事態が伝わっていないこ

とに憤りを感じた。 

・ ７月１日（火）には、Ａの保護者は、Ｂが普段と変わらない様子を見て、Ｂの

保護者の認知度の低さと、反省が伝わってこないことに強い憤りを感じた。そ

して、このことを、教頭と教務主任に訴えた。 

・ 最後にＡの保護者が、Ｂには 「二度とやらない」「反省してほしい」と強く訴

えた。 

・ 教頭がＳＣとの面談について提案すると、Ａの保護者は「受けたい」という

意思を示したので､８日(火)に行うことをＡの保護者と確認した。 

13  10～13  35   校内緊急会議」 （校長、教頭、教務主任、校務主任、担任、養護教

諭、生徒指導担当） 

     Ａの保護者の思いを確認し、これまでの経緯を把握している担任とも状況をす 

り合わせ、今後の方針を決めた。 

18 30 Ｂの保護者との面談（教頭、教務主任、担任、ＳＣが対応） 

     ＢがＡに対して行ってきた行為をＡの保護者は重く受け止めており、学校に訴

えがあったことを伝えた。Ｂの保護者もＡとＢの関係は気になっていた。Ａが重

く受け止めていることを知り、「ぶつからないように歩く」「死ねなど相手を傷つ

ける言葉を言わない」ことをＢに約束させることを確認した。 

学校が、本事案を「いじめ」として認知していることを伝えた。 
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   20 50～21 30 Ａの保護者との面談（教頭、教務主任、担任、ＳＣが対応） 

同日行ったＢの保護者との面談内容について説明した。今までの経緯、今後ど 

うしていくか、Ｂの言動をどう改めていくか、家庭でできることを確認したこと

を伝えた。また、ＡとＡの保護者が 「いじめられた」と感じていることを伝えたこ

とを報告した。Ｂの保護者が大変なことをしてしまったと感じていること、謝罪

をしたいという申し出があったことを伝えるが、Ａの保護者は、謝罪は求めてい

ないとのことであった。子どもからも、親からも謝罪はいらない、必要性がない、

それよりも行動を見直してほしいと感じているとのことであった。Ａの保護者は、

友だ との関係性について、仲良くするときもあるが、個人の時間も大事にする

くらいの空気感でよいと話した。また、学校に行けるか分からないので、フリー

スクールや転校も考えているとのことであった。 

○ ７月 ３日（木） 

ＡとＡの保護者が市役所に行きＳＳＷと面談した。Ａの保護者は、話を聴いてもら

うために行ったが、アドバイスを受けることになったと話した。保護者によると、サ

ポートをしてくれる人の存在が分かったが、Ａには「こわい」という思いが依然とし

てあり、状況は変わっていないということだった。 

○ ７月 ４日（金） 

ＳＳＷが来校し、Ａの様子を観た。笑顔で教室にいることを確認し、Ａに声をかけ

た。 

○ ７月 ８日（火） 

登校はしたが、入室はできなかった。ＡとＡの保護者がＳＣによるカウンセリング

を行った。そこで、教室に入りＢに話しかけられるのが怖いとのことであった。 

学校は、本事案のいじめの認知について、設置者（弥富市教育委員会）に、毎月提出

する「生徒指導資料」にて報告するとともに重大事態の疑いとして調査を開始した。 

○ ７月 ９日（水） 

弥富市教育委員会は、弥富市長にいじめ重大事態の発生を報告した。また、Ａは教

育支援センターの活用を始めた。 

○ ７月１４日（月） 

「児童情報交換会 （ いじめ不登校対策委員会）」で本事案について、改めて担任一

人に負担をかけず、学校体制で取り組むことを確認した。また、文部科学省「いじめの

重大事態の調査に関するガイドライン」、「弥富市いじめ防止基本方針」、「大 当    

該   小学校いじめ防止基本方針」の内容について、再確認をした。 

○ ７月中旬  

市教委からドッジボールのときの詳細な関係児童への聴き取りを依頼されたが、学

校は、再度の聴き取りをすることは児童の現状では善処でないと考え割愛した。 

○ ８月 ８日（金） 

ＡとＡの保護者がＳＣのカウンセリングを実施した。ここで、ＳＣに７月３１日 （））

にＢとＢの友人Ｇが突然Ａの自宅に訪問してきたことが伝えられた。その際、夕食の

時間で断ったが、Ａの保護者が、この言動に驚きと不安を覚えたことが伝えられた。

Ａの保護者の要望により、ＳＣから伝え聞いた教頭が、Ｂの保護者にこのことを伝え

ると、Ｂの保護者は承知しておらず、さらに距離をとるようにさせるとの返事であっ

た。 

○ ８月１８日（月） 

出校日。登校はしたが、入室はできなかった。担任がドッジボールの時に周りにい

た児童Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆにその場の状況について尋ねたが、特に気になったことはなかっ

たとのことであった。 
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○ ８月２６日（火） 校内会議」（校長、教頭、教務主任、校務主任、養護教諭） 

  ８月２５日（月）にＡの保護者から市教委へ寄せられた新学期に対する不安につい

て情報共有し、学校としての対応を検討した。 

○ ８月２７日（水） 校内会議」（校長、教頭、校務主任、担任、養護教諭） 

８月２６日（火）の内容を再確認した。 

○ ８月２８日（木）Ａの保護者との面談（教頭、担任、校務主任、学校教育課主幹） 

Ａの保護者の主訴は、昨日２７日に、電話で教頭に要望した１、２年生の事実の把

握の進捗や、教室に入れない理由を周りの子に知らせてほしいとのことであった。ま

た、ＡはＢを見ると怖がったり思い出したりすることや、一番怖かったことが「死ね」

という言葉であったこと、９月からの生活について、教育支援センター以外も視野に

入れていることが伝えられた。そして、新学期からの学校の方針について相談した。 

学校は、この後にケース会議（学校教育課主幹、校長、教頭、校務主任、担任、養護

教諭）を行い、過去の出来事の再整理、Ａへの登校時の支援や登校できないときの学

習支援、定期的に保護者と面談をするという方針を定めた。  

○ ９月 １日（月）２学期始業式 

Ａは、教育支援センターに通室した。担任は、教室で３年生児童に文科省の児童向

けメッセージを使い、悩みがあるときは周りの人に話せるとよいことや、困っている

子がいたら、声をかけられるとよいという指導をした。また、夏季休業中に児童クラ

ブでＡに声をかけた子がいて、Ａもうれしかっただろうと思うと伝えた。 

Ａの保護者から教頭に電話があり、昨晩の夕食時には思い出して、 「こわい、こわい」

と言っていたこと、また、家族で話し合って、新学期のスタートは無理しないように

したいとのこと、 「つらい」と書かれた置手紙があったことが伝えられた。担任と養護

教諭が教育支援センターを訪問し、Ａと面談した。 

○ ９月 ２日（火） 

２学期以降の具体的対応として、毎朝７：３５から、管理職・教務主任・校務主任 

で打合せをすることとした。 

７:４５〜８:１０にＡ家から届くメール及び電話連絡により、Ａの今朝の体調、前

夜の様子、登校に対する不安の有無について確認し、関係教職員でその情報を共有す

る。Ａの登校時には、昇降口及び教室付近に教職員を配置し、Ａの表情やＢの動向を

多角的に把握し、登校時の心理面の負担の軽減に努める。また、本人の心理状態に合

わせた居場所づくりに配慮する。これらのことを日常の取組とした。 

また、夕方にはミーティングを実施することとした。 

○ ９月 ３日（水） 

教頭が保護者の承諾を得て、教育支援センターを訪問し、Ａに 1 ・２年のころの出来

事や気持 について聴き取りを行った。その際、欠席したＡに渡す 「おみまいカード」

に、Ｂのメッセージが書かれていたことが分かった。教頭は帰校後、情報を共有。担任

はＡの保護者の了承を得て、教育支援センターに訪問し、Ａに謝罪した。 

○ ９月 ４日（木） 

Ａは金市外ののフリースクールの見学に行くが、通室はしないことになった。 

○ ９月 ９日（火） 

担任から教頭へ、体育の授業中にＢがＡの近くに水筒を置いたことについて報告が

あった。教頭と教務主任が、Ａの保護者に謝罪し、Ａの心情に配慮した水筒の置き場

所を決めるという対策を報告した。 

○ ９月１０日（水） 

市教委が、当該重大事態への対処及びＡが登校や学習・日常生活への支援について

検討する「校内支援チーム」を設置した。 
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○ ９月１６日（火）第１回 校内支援チーム連絡会」の開催（学校教育課主幹、ＳＳ

Ｗ、教務主任、校務主任、養護教諭、ＳＣ、１～３年時担任） 

下記（２）に、以降の経過概要等を記載する。学校教育課主幹が加わり、パイプ役を

担う趣旨のもと具体的な視点と方向性を定めた。会の後には管理職と教務主任、校務

主任のミーティングを実施した。 

○ ９月２６日（金）  第１回定例会」の開催 （Ａの保護者、学校 （教頭  校務主任 担

任）、学校教育課主幹） 

Ａの保護者と９月の状況を共有した。第１・２学年時のことについて、Ａに聴き取

ったことを報告し、Ａのつらい気持 への理解を共有した。 

下記（３）に、以降の経過概要等を記載する。 

 

  ○１０月１５日（水） 

ＡはＮＰＯ法人はぐくみフリースクール「ふれあいの杜」の通室を始める。火・水

曜日１０：００～１６：００の開室時に随時利用するようになった。その後、学校

は、「当該校区の藤児童館」と「ふフリースクール」を訪問し、協働体制を構築し

た。 
 

（２） 校内支援チーム連絡会」 

第１回 令和７年９月１６日（火） 

        Ａの学校での様子の共有と配慮事項の確認。 

第２回 令和７年９月３０日（火） 

        Ａの学校での様子の共有と行事に向けての配慮事項、学習保障について検討。 

    第３回 令和７年１０月１４日（火） 

        Ａの学校での様子の共有と、図工作品についての共有と今後の対応についての

確認。 

第４回 令和７年１１月４日（火） 

        Ａの学校での様子の共有と学習補充の進め方の検討。転校先候補校の見学につ 

いて。 

第５回 令和７年１１月２５日（火） 

        Ａの学校での様子の共有。Ａの登校への励みになる今後の行事の確認。 

第６回 令和７年１２月１５日（月） 

        Ａの学校での様子の共有と冬休みに向けてのＡへの対応についての検討。 

    第７回 令和８年１月１３日（火） 

        Ａの学校での様子の共有。Ａの登校への励みになる今後の行事の確認。 

第８回 令和８年２月１０日（火） 

        Ａの学校での様子の共有。Ａの登校への励みになる今後の行事の確認。 

（３） 定例会」 

第１回 令和７年 ９月２６日（金） 

これまでの取組、１、２年時の聴き取りの報告。今後に向けて。 

第２回 令和７月１１月２６日（水） 

これまでの取組の報告、調査結果の中間報告。今後に向けて。 

第３回 令和７月１２月１８日（）） 

これまでの取組の報告。Ａの学校や家庭での様子の共有。今後に向けて。 

第４回 令和８年 １月２８日（水） 

これまでの取組の報告。Ａの学校や家庭での様子の共有。今後に向けて。 

第５回 令和８年 ３月 ５日（）） 

これまでの取組の報告。Ａの学校や家庭での様子の共有。次年度に向けて。 
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（４）Ｂの保護者への報告会 

第１回 令和７年１０月２９日（水）  

        児 児童館の行事 りの出来事の確認。Ｂの学校での様子の共有。今後に向けて。 

第２回 令和７年１１月１７日（月）  

        進捗状況、いじめ重大事態の説明。今後に向けて。 

第３回 令和７年１２月 ２日（火） 

        第２回Ａの保護者との定例会の報告。今後に向けて。 

  

第４ 当該事実の経過から認定しうる事実 

１ いじめの認定 

本件は、Ｂの継続的または断続的な言動（背中を叩く、きつい言葉を浴びせる、コミュ

ニティーからの排除等）により、Ａが心理的苦痛を感じ、その結果として登校が困難と

なったものである。学校側は、弥富市教育委員会の指導を経て、１・２年時からの累積

的な関係性がＡに強い心理的負荷を与えていた事実を認め、いじめ防止対策推進法にお

ける「いじめ」及び「いじめ重大事態」として認定した。 

２  認定にあたって 

（１）単発のトラブルではなく、低学年時からの関係性が背景にあった。 

（２）フラッシュバックや不登校といった、児童の心身に深刻な影響が生じていた。 

（３）単学活動集団が固定化されやすい学校といういう環境が、対象児童の心理的逃げ場

を狭めていた。保護者はＡの学区外通学による転校を考え、実際にＡと一緒に複数の

小学校を見学した。 

 

第５ 学校の対応について 

１ 組織的な対応 

（１）ミーティングを毎日実施 

９月より管理職・教務主任・校務主任による打合せと、管理職・教務主任・校務主

任・担任・養護教諭 ・ＳＣ （出勤日）による毎夕の関係者ミーティングを実施した。ま

た、毎月の「児童情報交換会」でＡの状況を全職員で共有した。 

（２）外部機関との連携 

ＳＣやＳＳＷを交え、専門的視点から支援策を検討した。また、市内のフリースク 

ールや、当該校区の 児童館とも連携し、支援策を構築した。 

２ Ａへの支援 

（１）学びの継続 

Ａは市内のフリースクールや市教育支援センターを活用した。学校はこの通室を出 

席として扱い、情報共有等連携を図った。 

（２）心理的ケア 

ＳＣ、スクールカウンセラースーパーバイザー（以下ＳＣＳＶ）による定期的なカ

ウンセリングを実施した。 

（３）登校支援 

ＡのＢとの接触によるストレスを防ぐため、教職員によるマンツーマンの付き添い、 

複数職員による見守り、学 別室 室の活用も含めた登校支援を行った。 

（４）保護者との情報共有体制  

Ａの保護者より毎朝、「れんらくアプリ」及び電話での連絡を受け、登下校の場で 

の情報共有を毎日行った。 

３ Ｂへの指導 
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（１）Ｂに対し、Ｂ自身の心理的なケアも含めて、自身の行動が他者に与える影響を理解

し、望ましい言動を習得するための SST （ソーシャルスキルトレーニング）を導入した。 

 （２）Ｂの保護者へ、ＡとＡの保護者が抱いている思いを報告した。 

（３）Ｂの保護者へ、Ｂに対しての支援内容について報告した。 

 ４ アンケート調査結果（過去３年間） 

  ア ここ校内アンケートート」 毎月１回実施（記 名式） 

  イ 生活アンケート」市教委からの指示で年１回１０月ごろ実施（無記名式） 

（１）第１学年時 

ア、イともにＡの回答にＢに関する記載はなかった。 

（２）第２学年時 

ア Ａは「いったことをへんなふうに言いかえす」（５月１７日（金）実施）と回答。

担任は、聴き取りをし、以前の出来事であることを確認し、引き続き注意して見守

ることとした。５月ＧＷ前後に続いて、５月２４日（金）にＡの保護者に確認したと

ころ、「特に今は大丈夫」とのことであった。 

イ  『このアンケートは、だれにも話（はなし）をしませんので、あんしんしてこたえ

てください。あてはまるところの（  ）にかならず○をつけてください。』 

１  「あなたは、いまの学年（がくねん）になってから、だれかにいやなことや、い

やなおもいをさせられたことがありますか？」について「①あります」に○を記入

した。 

２ １のしつもんで①「あります」に○をつけた人に聞きます 

（１）「どのようなことをされましたか？（いくつ○をつけてもかまいません）」につ

いて、「①わる口やからかわれたりした（からだのことやことばづかいなど）」「③ぶ

つかられたり、あそぶふりをしてたたかれたり、けられたりした」に○を記入した。 

（２）「（１）でされたことは、いまもつづいていますか？」について、「②つづいてい

ない」に○を記入した。 

（３）「だれから、いやなおもいをさせられましたか？（○はいくつでも）」について

「②おなじ学年のひと」に○を記入した。 

（４）「何人（なんにん）ぐらいからそのことをされましたか？」について「①1 人」

に○を記入した。 

（５）「いやなことをされたとき、いやなおもいをしたとき、だれにそうだんしました

か？」について、「⑦でんわ や てがみ でのそうだん」に○が記入された回答が

あった。 

無記名ではあるが、他の回答用紙で知ったことも含めて全体指導を行った。 

（３）第３学年時 

ア Ａは、 「学校が楽しいか」に対し６月 「あんまり」と回答。理由は「いじめが怖い

から」と回答。９月「ぜんぜん」と回答。理由は「Ｂがいるから」と回答。 

イ  『このアンケートは、だれにも話をしませんので、安心して答えてください。あて

はまるところの（  ）にかならず○をつけてください。』 

１  「あなたは、今の学年になってから、誰かにいやなことや、いやな思いをさせら

れたことがありますか？」について「①あります」に○を記入した。 

２ １の質問で①「あります」に○をつけた人に聞きます 

（１）「どのようなことをされましたか？（いくつ○をつけてもかまいません）」に

ついて、「①ひやかされたり、からかわれたりした（体のことや言葉づかいなど）」

「④ひどくぶたれたり、たたかれたり、けられたりした」に○を記入した 

（２）「 （１）で答えたことは今も続いていますか？」について、「②続いていない」

に○を記入した。 
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（３） 「だれから、いやな思いをさせられましたか？」について「①同じクラスの人」

に○を記入した。 

（４）「何人ぐらいからそのことをされましたか？①1人に○が付けられた回答があ

った。 

  無記名ではあるが、他の回答用紙で知ったことも含めて、全体指導を行った。 

 

５ 会議 連携の実施日 

（１）校内いじめ不登校対策委員会（ 児童情報交換会」）※不定期な随時の短時間会議は

含まず 

６/３０ 、７/１４、８/２６、８/２７、９/２９  、１０/２７、１１/２８、１２/２

２、１/２６、２/２７ 計１０回 

（２）校内支援チーム連絡会（学校教育課主幹、ＳＳＷ、ＳＣ、歴代担任等） 

９/１６ 、 ９/３０ 、１０/１４ 、 １１/４ 、 １１/２５ 、 １２/１５ 、１/１３ 、２

/１０、３/１０ 計９回 

（３）定例会（学校教育課 学校 Ａ保護者） 

９/２６、 １１/２６、１２/１８、１/２５、２/１０、３/１０ 計６回 

 （４）Ｂの保護者への報告会 

１０/２９、１１/１７、１２/２、３/９ 計４回 

（５）管理職 教務主任 校務主任ミーティング 

９/２以降毎朝開催。 

管理職 教務主任 校務主任 担任 養護教諭 市ＳＣ（火曜日）ミーティング 

９/２以降毎夕開催。１２月より毎夕のミーティングは必要に応じて開催。 

第６ 当面の再発防止策 

  本事案発生時において、６月２３日に担任が教頭へ学校全体での対応の必要性を進言し

たが、すぐにそれを共有し協議することがなかった。その後、組織的な対応を開始してか

ら、状況が少しずつ改善されたことから考えると、この初動の遅れが悔やまれる。 

１ 当該いじめの解消までの方策 

（１）本人及び保護者が最低３ヶ月を経て解消を認めるまでの具体的支援策 

     いじめの解消に向けて、単に「いじめ行為が止んでいる」だけでなく、Ａが「苦痛

を感じていない」とＡ及びＡの保護者と共に判断できている状態になるまで、教職

員の見守り体制を、Ａ及びＡの保護者と相談しながら、Ａの状況に応じて柔軟に継

続する。 

・ ＳＣやＳＣＳＶ、ＳＳＷによる定期的な面談を実施し、Ａの心理的ケアを継続す

る。 

・ Ｂについて、事実に基づく適切な指導を行い、安易な謝罪の強要は避け、Ａの意

向を尊重していく。 

 

（２）卒業まで、卒業後の情報伝達と見守り体制について 

・ 卒業までの体制 

毎月の「児童情報交換会」で話題とし、教職員の意識が継続するようにする。 

・ 卒業後の情報伝達（進学先への引継ぎ） 

進学先の中学校や高校において、いじめが再発したり、フラッシュバック等の後

遺症に苦しんだりすることを防ぐため、以下の措置を講ずる。 

ア ＡやＡの保護者の同意、ＢやＢの保護者の同意を得た上で、本報告書を「引

継ぎ資料」として共有する。 
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イ 必要に応じて、本報告書だけでなく、進学先の学校の担当者と直接面談し、

学級編成等において配慮がなされるよう具体的な留意点を伝える。 

ウ 卒業後しばらくは、旧在籍校（本校）の窓口を明確にし、本人が不安を感じた

際に相談できるルートを確保する。 

２ 再発防止策 

（１）学級編成についての理解の強化と流動的な環境作り 

・ 単学級という、人間関係が固定化され、一人一人の関わりが深くなる環境下では、

過去のトラブルが累積して重大事態に繋がる恐れがあるので、違和感や「気になる事

象」を確実に記録に残し、多くの目で多角的に捉え、学年をまたいだ引継ぎを組織的

に行う。 

・ 多くの児童が同じ保育所出身であることから、他の保育所や幼稚園出身の児童はマ

イノリティーであることを十分に意識して、どの児童も安心して学校生活を送ること

ができる人間関係づくりを意図的に行う。 

・ 異学年 異学年交流等年活動、地域人材との交流等を意図的、計画的に取り入れ、

児童にとっての流動的な関係づくりと、複数の教職員の目が届きやすい教育環境設定

に努める。 

（２）保護者との信頼関係構築 

・ いじめの事案発生時、迅速かつ誠実に保護者へ連絡し、情報（いじめ行為、学校対応

方針等）を共有する。また、訴えの背景にある事情にも思いを致すことに努める。いじ

めを行った児童の保護者への連絡や聞き取りを機を逃さず実施し、対象児童や保護者

の深刻な思いを共有し、協力を仰ぐ。 

・ 行為者の意図や行為の軽重ではなく、被害者の心身の苦痛に軸を置いて判断するこ

とを徹底していく。 

・ 対象児童や保護者の「謝罪を望まない」「即座の指導は望まないが、知っておいてほ

しい」という言葉の真意を奥深く理解する。また、報復の恐れを払拭するために、早期

に保護者も含めた組織的な対応と継続した指導・支援を行う。 

・ 子どもの心情（心配をかけたくない、報復の恐れ等）について、発達段階を鑑みなが

ら理解し、保護者との情報共有を行う。 

・ 対象児童の定期的な情報を交換する場を状況に応じて保護者の意向を尊重して実施

し継続する。 

・ 保護者同士の謝罪の場を設ける場合は、事前の調整を十分に行い、関係悪化を招か

ないように配慮する。 

・ 児童同士で謝罪をする場合には、それが形式的にならないように、対象児童の心情

を考慮したうえで、必要に応じて適切な場を設定する。 

（３）未然防止と早期発見 

・ 「いじめ重大事態調査ガイドライン」に基づくチェックリストを平時から活用し、

教職員のいじめへのアンテナを高めることを強化する。 

・ アンケートの回答だけでなく、児童の細かな表情の変化や欠席・遅刻・早退の傾向

を注視することを強化する。 

・ 「いじめの重大化を防ぐための留意事項集」や「いじめの重大化を防ぐための研修

用事例集」を活用した研修を行い、組織力の強化を図る。 

・ 迅速なケース会議の開催、民生児童委員との連携、ＰＴＡによる社会教育活動、Ｓ

Ｃ、ＳＳＷと連携した教育相談活動、ＳＣやＳＣＳＶによる研修の機会を設ける。 

・ 「いじめはダメ」という抽象的な指導だけではなく、また、いじめの問題を対象児

童、いじめを行った児童だけの問題にせず、学級や全校全体で考え、集団としていじ

めを許さない環境をつくる教育活動として、具体的に「関わりコミュニケーション能

力を高める活動ルプログラム）」の導入や、人権や思いやりの気持 を育む道徳の授業
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や特別活動、出前授業、講話等を通じて、いじめが相手に与える影響や、共感性・規範

意識が育まれる土壌づくりを行う。 

・ 「人権週間」を有効活用し、人権意識の高揚を図る。 

・ アンケートの質問項目や、形式に工夫を凝らし、児童がいじめのサインやＳＯＳを

出しやすいように、教員が一人一人と落 着いて話を聴くための定期的な相談活動週

間を設定する。 

・ 児童がよく利用する児童館や児童クラブと日頃から連携を強め、児童の様子や変化、

人間関係について適宜情報交換を行う。 

・ 教職員自身が、児童の前でいじめに類する行為を行わないように、細心の注意をは

らったり、お互いに注意し合ったりできる関係づくりに管理職自らが努める。 

・ 管理職がリーダシップを発揮し、組織的対応を推進できるよう研鑽に努める。 

 

 

 

・ 個人の特定につながる箇所には、マスキングを入れました。 

・ マスキングにより文脈が伝わらない場合や文字数により個人の特定につな

がる場合は、言葉を置き換えている部分（白字）もあります。 


